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全国でも珍しい
【弟子屈】町ならではの地域密着型の商
品を取り扱う旅行会社｢ツーリズムてしか
が｣ (白石悠浩社長)が15日から､ ｢馬そ

りで行く硫黄山ヒストリーツアー｣を開始
した◎　国有林内の鉄道の軌漸捗で､批
属そりが運行する例は､全国的に見ても珍
しく､新式こな冬凱のけん引役になると関
係者は期待を寄せている｡　(山本雅之)

硫黄山に観光馬そりが登場｡雪濁乳も森の
中を駆け抜ける
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